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ライフイベントに関する  
よくある疑問にお答えします。

結婚と研究、両立できる？
結婚はパートナーとの二人三脚で、結婚
生活と研究を両立させていくには、パー
トナーとの協力が欠かせません。そも
そも家事も育児も、パートナーと分
担しながら共に行うべき仕事で
す。時には、両親や友人といっ
た周りの方にも協力してもら
いましょう。きっと両立でき
ます!

大学院生で出産ってあり？
女性研究者が大学院生時に出産するケースは珍
しくありません。昨今は男女共同参画社会の意識も
浸透し始めていて、女性研究者が研究を続けやすい
環境が整いつつあります。例えば研究奨励金が支給さ
れる日本学術振興会の「特別研究員＊1」の制度において
も、出産・育児に配慮したRPD制度＊2が用意されています。
研究と出産の両方を選ぶことは十分に可能です。

＊1 トップクラスの優れた若手研究者に対して、自由な発想のもとに主体的
に研究課題等を選びながら研究に専念する機会を与え、研究者の養成・確
保を図る日本学術振興会の制度。
＊2 特別研究員制度の一環として、子育て支援や学術研究分野における男女共
同参画の観点から、優れた若手研究者が、出産・育児による研究中断後に円滑に
研究現場に復帰できるように支援する制度。
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家事や子育てをしながら、
研究時間を確保できるの？
パートナーと手分けするにしても、保育園の送り
迎えに、食事、洗濯、掃除……。一方では論文
の読み込みに、学会発表の準備と、子育てを
しながら、研究を続けるのは大変です。でも、
女性研究者の中には、「気持ちの切り替
えができて、かえってよかった」という人
もいます。母として研究者として、いろ
いろなことに夢中になれると、あな
た自身が輝きます。簡単ではありま
せんが、ぜひ挑戦してください。
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あるから安心!

今日は僕が世話をするよ。

明
日
は
私
ね
!

未 来 の 女 性 研 究 者 た ち へ
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